
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県立医科大学 

臨床腫瘍セミナー 
平成２３年度 第１１回 

日時 平成２４年３月１３日（火）１８：００～１９：００ 

場所 福島県立医科大学１１号館（臨床講義棟）第二臨床講義室 

演題 

甲状癌の診断と治療 
－甲状癌スクリーニングの意義も含めて 

講師 

福島県立医科大学器官制御外科学講座 

教授 鈴木 眞一 先生 

お問い合わせ先 

福島県立医科大学附属病院 

臨床腫瘍センター 

がんプロフェッショナル養成支援室 

電話  ０２４－５４７－１４１０ 

（内線２６６１） 

メール  akiko-a@fmu.ac.jp  

次回開催のお知らせ 

日時  平成２４年４月１７日（火）１８時～１９時 

講師  当学放射線健康管理学講座 

    教授 大津留晶先生  

内容  「がんとは？ ― 発がんメカニズムをさぐる」 

� がん治療に携わる医師及びコメディカルを対象に公開セミナーとして開催されます  

� 本セミナーは「東北がんプロフェッショナル養成プラン」事業の一環となっております  

� 本学大学院生は、大学院授業要項で規定する共通必修科目（規定の８）に該当します  

●講演内容● 

2011 年 3月 11 日の東日本大震災後に引き続き起こった東京電力福島第一原発事故により大量の放射性物質が

大気中に放出された。 

チェルノブイリの事故で唯一健康影響が確認された小児甲状腺がんは福島県での線量では発症しないのでは

ないかと考えられているが、実際の住民の不安は解消されていない。そこで福島県および福島県立医科大学では

未だ解決していない放射線被ばくによる不安の解消を目的に甲状腺超音波検査を事故当時 0 才から 18 才以下の

36 万人の小児に対して 2011 年 10 月 9 日より開始し、長期にわたる県民への見守り事業をおこなっている。本

セミナーでは甲状腺がんの特徴、小児甲状腺がんの特徴や超音波検査の現状等につき解説する。 

●講師紹介● 

1983 年 福島県立医科大学医学部医学科終了 

同年 福島県立医科大学第二外科 副手 

1990 年 医学博士取得 

2001 年 米国サンディエゴバーナム研究所客員研究員 

2002 年 福島県立医科大第二外科講師 

2006 年 同副部長 

 

2008 年 同乳腺内分泌甲状腺外科部長、病院教授 

 2010 年 同医学部器官制御外科学講座教授 

 2011 年 福島県災害医療調整医監 

     福島医大 放射線医学県民健康管理センター 

     臨床部門 副部門長（甲状腺検査担当） 

甲状腺癌と放射線被ばくの最新情報 


